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音楽の「現場」における当事者意識 
田川史朗 
 
はじめに 
 本論は、音楽の聴取において重要な役割を果たす「現場」についてその分類と定義を試
行するとともに、現代社会におけるそのあり方をこれまでの筆者の調査（主にインタビュ
ー調査）から見える当事者意識を交えて考察するものである。 
 
1.全ては「現場」で起きている 
「事件は会議室で起きてるんじゃない。現場で起きてるんだ！」 
これは 1998 年公開の映画『踊る大捜査線 THE MOVIE』で主人公の刑事青島俊作が言
い放ったセリフである。人気連続ドラマの劇場版第一作となったこの映画は興行収入 101
億円 1
 なぜこのセリフを引き合いに出したかというと、現代日本の音楽の領域において、商業
音楽の行き詰まり（具体的にはCDセールスの衰退）への対策として言われているのが「こ
れからは現場で稼ぐ、ライブの時代である」ということだからだ。例えば『クリスマス・
イブ』を始めとする数々のヒット曲で知られる山下達郎は「音楽配信によってパッケージ
のCDが殲滅（せんめつ）されていくことは時代の趨勢（すうせい）で、止めようがない」
のヒットとなった。この映画では組織内における管理する立場と実務に当たる立場と
いう二者の対立が描かれており、このセリフで言われている「現場」とはすなわち、管理
する立場の人間たちは足を運ばない、青島たち実務に当たる立場の刑事が被疑者の確保・
事件の解決を目指して奔走する場所を指している。 
2、
「ライブという一期一会の体験旅行のための音楽。それ以外に利益を生む手段はない」3
 また一方で、近年CDセールス売り上げの一端を担っているアイドルの世界においても
「現場」は重要視されている。「コンサート会場や握手会など、実際にアイドルを見て楽し
むことが出来る場所」が「現場」と呼ばれている。そして「現場」に参加することを活動
の中心に置くファンは「現場（派）」、逆にそこには重きを置かない、あるいは参加しない
ことを積極的に選択する者は「在宅（派）」あるいは「書斎（派）」と呼ばれる
と
語り、意欲的なライブ活動を開始している。 
4
 これらの例のように、ここまで括弧書きにしてきた「現場」とは、音楽においては演者
にとっても聴衆にとっても「リアル」な姿を最も直接的に伝える・知ることの出来る空間
。いつ、ど
こで、どのような内容の「現場」をどのくらいの回数開催するのかということは、人気を
獲得するためのポイントの一つであると言えそうだ。 
                                                   
1 興行通信社調べ（http://www.kogyotsushin.com/archives/alltime/）。 
2 ミュージシャン 山下達郎（やましたたつろう）さん ライブに賭ける音の職人（1/3）フ
ロントランナーセレクション（http://doraku.asahi.com/hito/runner2/121016.html） 
3 同記事（2/3）（http://doraku.asahi.com/hito/runner2/121016_02.html） 
4 はてなキーワード> 現場（http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B8%BD%BE%EC） 
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であると言えるのではないか。有体物の形で所有出来ない、その場限りの喜びがあるのが
「現場」である。テレビや雑誌などの媒体を通した姿ではなく「現場」で見られるもの・「現
場」でしか見られないものに価値を置き、「現場」でアーティストの表現を堪能することが
「音楽を楽しむこと」、「アーティストが収入を得る手段」の主流となる時代が来るのかも
しれない。イアン・コンドリーが提示した「現場グローバリゼーション」でも、メディア
に浸され入手可能な情報の恒常的な氾濫が起きている後期資本主義社会においては文化の
流れは強力なコンテンツ産業によってのみ動かされるのではなく、シーンが発展し盛り上
がる新しい〈現場〉と連携して進んでいくのだ、とされている（Condry,2006）。ここでイ
アンが言っている〈現場〉は「現場」に適合している。 
 
2．「現場主義者」にとっての「現場」 
 今後の動向は注視するとして一度置いておこう。現在において、例えばマスメディアを
通じて聴取できるような非「現場」的な手段で触れる音楽は「現場」を重視している人達
にとってどのように感じられているのだろうか。 
筆者は音楽活動の当事者へのインタビュー調査を行っている。その中でライブハウス店
員の男性 E に話を聞いた。E は現在 20 代半ばの男性で、自らもバンド活動や個人での音楽
活動をするかたわらライブハウスに勤務している。音楽はパンクやハードコア、ヘヴィメ
タルと呼ばれるようなジャンルを好んでいる。 
E は非「現場」的な音楽について次のように語っている。 
 
一般的にメディアとかで流れている…テレビとかで流れている「音楽」と、僕が思っている「音
楽」は全く別物だと思うんですよ。で、もうその一般的なメディアで流れている音楽とかは、僕
は何だろう、例えば好きな女の子とデートしてる時にこういう（食事をする）ところで勝手に流
れててほしい、バックグラウンドとして。 
 
 つまり能動的に「聴く」ものではなく、BGM として「聞き流す」ものとしてはっきりと
線引きをした上でその存在を認識している（「畑が違う」という表現も用いていた）。 
それゆえに、「国民的ヒット」と呼ばれるような最大公約数的な大衆への浸透には興味が
なく、「現場」に足を運ぶ観客から支持を得ることに目が向けられている。商業音楽がビジ
ネスモデルの変革を迫られているのではないかという事態にも関心が薄い。再びインタビ
ューでの E の発言である。 
 
そういう（CD が売れなくなっている）話って、ちゃんと音楽やってる人から見るとあんまり
関係ないんですよね。現場主義で動いてるバンドは CD ガンガン売れてますし、手売りで。（現
場主義というのは自分たちで売っていくということ？）そうです。自分で東京とか大阪とか、地
方もいっぱい回って、いいライブして、CD をバーンと売って。 
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（じゃあそういうところで「あんまりちゃんとしてない人たち」が淘汰されていくだけで、ちゃ
んとしている人には関係がない？） 
そうですね。それはもうずっと昔から同じことで。それはもうインディーズのバンドにしろメ
ジャーのプロにしろ、同じことなんですよ。 
（ライブがやれない音楽性の場合は？） 
それは再現できないものをつくった人間の責任ですよ。レコーディングにお金をかけて、それ
がその分売れるならいいんですけど…別にそういう時代じゃないし。僕別にその音楽業界の上の
方で働いてるわけじゃないんで全然仕組みとか知らないですけど…たぶん焦点が全然違うと思
うから。なんか音楽の違法ダウンロードやめようみたいな感じもありますけど、僕は逆にああい
うの推進した方がいいと思います。やめようって言ってやめられることは無いと思う(笑)絶対そ
ういう方向に持っていけないですよ、この現状。そういう社会になってるから。 
 
筆者は法律を無視してもよい、違法ダウンロードなどで無料で手に入れてもよいと直ち
には主張しない。だが、多くの作品を聴取するために費やせる金額は異なり、また作品に
よってその目的は異なる。求める質や支払ってもいいと感じる金額にも必然的に差が付く
のではないだろうか。「違法ダウンロードは推進した方がいいのでは」という趣旨の発言を
した E も、音楽が無料で手に入ることを推進しているわけではない。そのことは以下の発
言にも明らかである。 
 
僕比較的インターネットが普及した時代に生きてるんですけど。結構その、例えば人に貸して
もらった CD とか、ネットで違法でダウンロードした曲とかって、実はそんなに聴かないんです
よ。結構そういう人多いと思うんですけど、音楽好きな人って。自分でお金払って買った CD の
方がよく聴くんですよ。やっぱそれはそのなんか、思い入れがあったり。人から貸してもらった
CD なり、適当にダウンロードしたりするとその、作った側の意図があんまりわからないんです
よ。作った側の意図が一番わかるのは自分でお金払って買った CD なのかなと思いますね。それ
が一番伝わるし。 
 
 E は選択肢としての無料、「現場」へのきっかけとして、試聴行為としての無料は否定し
ない。その上でしかし、「現場」を通して「現物」に触れることこそが音楽活動の本質であ
ると考えている。 
 
（CD と同じかそれ以上の音質のものがファイルで出たとしたら？） 
僕は現物を取りますね。本当に音楽が好きだったらダウンロードじゃなくて万引きしてでも現
物手に入れて買って…まあ買ってじゃない、聴かないとダメですよ。 
 
この発言から読み取れるように、「対価を支払って買ったものが一番作り手の意図がわか
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る」と考えているにもかかわらず、その対価が支払えない（支払わない）としてもそうし
て聞くべきだというくらいに「現物（＝CD）」へのこだわりが強いのである。 
E あるいは彼のような考え方の人々と、E が「違う畑にいる」と感じている＝E にとって
の「現場主義ではない人々」との差異はどこにあるのだろうか。どちらも対価を求めてい
ることには違いないが、同じように報酬を受け取っているにも関わらず認識としては異な
っている。音楽を広めようとする規模や手段、受け取る金額の違いもさることながら、商
品（「現物」）を売るため（あけすけに言えば稼ぐため）にどのような手順を踏んでいるの
かの違いにその答えがありそうだ。まず「現場」でその場にいる聴衆を楽しませることが
「現物」の楽しみよりも優先されていること、そしてもう一つの報酬、すなわち非金銭的
な報酬が表に出ていることが特徴ではないかと筆者は考える。これは自らもアーティスト
である経済学者のハンス・アビングが指摘した音楽のような芸術の経済の例外的な部分で
ある。「平均的なアーティストは他の職業の人々よりもあまり金銭を気にせず、非金銭的報
酬を気にかけるため、芸術の高いステータスは人口過密と低い収入をもたらす」のだ
（Abbing,2002＝2007：469）。個人的な満足やステータスといった非金銭的報酬も彼らの
重要な報酬なのである。 
E の場合は「現場」で聴衆に評価されれば金銭的報酬は自ずと付いてくるという考え方だ
ったが、たとえ金銭的報酬が十分に得られなかったとしても「現場主義」の人々はそのや
り方を変えようとはしないだろう。ハワード・ベッカーが「現場」での演奏中心の時代に
指摘した通り、彼らは「聴衆の心をとらえたいという欲求、彼らが自分のプレイから楽し
みを得ていることを実感したいという欲求ももっている。」（Becker,1963＝1978-1986：140）
のだから。 
 この点については、今後（それこそ「現場」での）アンケート調査等から詳細をより明
確にしたいと考えている。 
 
3．「現場」と［現場］ 
ライブのような「現場」にはそこでしか味わえない体験があり、一度参加すれば金銭的
報酬を支払うだけの魅力を感じる音楽と出会えるかもしれない。しかしいかに「現場」こ
そが音楽の醍醐味であるとしても、「現場」に聴衆の足を運ばせるためには非「現場」、す
なわちメディアを通すなどの聴取を通じて音楽と出会い関心を引くことも重要はないだろ
うか。すなわち聴衆を「現場」へと誘う聴取である。 
ここからはそのような聴取については「現場」に対して［現場］と表記して論を進めて
いきたい。間接的な聴取にまで現場の二文字を使う理由は、音楽ライターの磯部涼の言う
“現場”にある。 
 
（前略）引きこもって音楽を聴いている人にとっては自室こそが“現場”になるわけだし、そこ
まで極端でなくても、ライフ・スタイルの変化でライブ・ハウスやクラブになかなか通えなくな
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ったものの、それでも音楽を愛し続けている人を私はたくさん知っている。彼らにとっては、移
動中の車の中や、仕事が終わり、子供も寝つき、ほんの少しだけ自分に与えられた自由な時間こ
そが“現場”なのである。果たして、そのような音楽との付き合い方を否定出来るだろうか？（磯
部、2012：11） 
 
 つまり筆者はここで磯部が提示しているように、音楽を聴取している瞬間には、それが
どんな空間であれ、どんな手段によるものであれ、その人は現場（磯部の表記では“現場”）
にいるのではないかと考えているのである。なお本論では「現場」と［現場］をくくる総
称として『現場』を用いることとする。同じ現場という言葉で複数の定義をし括弧の使い
分けで表記するのはわかりにくい面もあるが、間接的ではあるが副次的なものではないと
捉えている以上、異なる語を用いて優劣が付いたり主従関係に見えたりするようには定義
出来ない。 
議題を［現場］に戻そう。現代は情報化社会と呼ばれ、インターネット上での聴取や音
楽配信の登場によって個々の聴衆それぞれが聴きたいと思う作品を選択して聴取出来る可
能性が高まったようにも見える。しかし、いくら音楽との出会いの蓋然性が拡大しても、
聴取する意思や環境が不足していれば多くの作品とは出会えずじまいであり、選択肢が増
えたことにはならない。作品の多様化やその作品へのアクセスの蓋然性拡大自体は文化的
な発展の一つとして捉えたいが、それをもってして「文化が豊かになった」とまでは解釈
出来ない。 
筆者は本論における［現場］と聴衆が出会うためには膨大な作品情報の交通整理をして
聴衆にとっての有意義な情報やその発信者をピックアップ出来る情報提供者もしくはメデ
ィアの役割が重要であると考えているが（田川、2012）、ここでその実例として既に始まっ
ている取り組みについて取り上げておこう。 
NPO法人ミュージックソムリエ協会では「これからの世の中の為に 音楽の価値を信じ 
音楽の価値を再定義し・再創出する」5ことを目的とした活動を行っている。その活動の一
つが「CDショップ大賞」の開催である。これは全国のCDショップの店員がメジャー6かイ
ンディーズ 7
                                                   
5 NPO 法人ミュージックソムリエ協会（http://musicsommelier.jp/about.html） 
かを問わず過去 1 年の間に発売されたCDの中から顧客に特に薦めたい作品に
投票するものである。年に一度、2013 年までに五回開催されており、これまでに相対性理
論、THE BAWDIES、andymori、ももいろクローバーZ、MAN WITH A MISSIONといっ
た面々が大賞を受賞している。このCDショップ大賞のコピーにある「行かなきゃ 会えな
い 音がある。」からは「現物」で聴取することの楽しさやそれを実感するために、より多
くの顧客に店頭へ足を運んでもらいたいという意思が感じられる。 
6 日本レコード協会に正会員として加盟している（大手の）レコード会社から発売された作
品。 
7 日本レコード協会に非加盟のレコード会社や自主制作で発売された作品。上記メジャーに
対して独立性が高い。 
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CD ショップ、あるいはレコード店と呼ばれる店舗は「現場」ではない以上［現場］に該
当すると考えられるが、空間としては「現場」的な面も持っている（このあいまいさは本
論での分類の甘さに由来しており、今後の研究課題である）。こうした場所は聴衆にとって
の（文字通りソムリエのごとき）情報提供者の役割を果たすことで新たな［現場］のきっ
かけとなることが期待されている。 
 
4．「現場」で評価されるための［現場］の重要性 
E が語っている、「現場」で「ちゃんと音楽やってる人」たちはどのようにして「ちゃん
とやってる」という評価を受けるに至るのだろうか。その手がかりとして、オリジナリテ
ィについての作詞家の阿久悠の言説を取り上げてみよう。 
 
 作詞法なんてものは、ほんとうのところ、教えるものでもなければ、教えられるものでもな
いのである。企画、発想、作業と、それぞれが独自の感性、独自のシステムで行なうものであっ
て、そこへ、何々流とか、何々風という他人の感じ方や、システムが入りこむことは考えられな
いのだ。 
 詞は、陶器や織物とは違う。いくらすぐれた技術や工程を発見しても、寸分違わぬ作品をいく
つもいくつも作るわけにいかないのである。だから、富士山の絵だけを書いて、大家の名を欲し
いままにするなんてことは、作詞家の世界にはあり得ない。一作一作に、新たな工程を考え、新
たな技術を盛りこんでいかなければならない。（阿久、2009：144） 
 
 実に 6831.9 万枚、シングル総売り上げでごく最近まで歴代最高を誇っていた 8
 この阿久の言う「独自の感性」「独自のシステム」を培う源となるものは何か。音楽に限
らないあらゆる表現に触れること、つまり「体験」が源になっていると筆者は考える。そ
の「体験」はどのようにして得られるかと言えば、それは既存の表現から「盗む」ことで
会得するのである。 
阿久の言
葉には実体験に裏打ちされた説得力が感じられる。阿久のように作詞家である、あるいは
作曲家であるなどといった場合、音楽の演者ではないため手がけた作品を自らが実演する
「現場」を持つことが出来ない。「現場」主義の立場からはそれも自己責任だと捉えられる
かもしれないが、このような形で音楽に携わるプロフェッショナルにも正当に報酬（金銭
的か非金銭的かを問わず）が支払われる仕組みを作ることも今後の検討課題であると言え
る。 
 シンガー・ソングライターとして 30 年以上のキャリアを誇る佐野元春も「ソングライテ
ィングについて」と題した論文の中で次のように語っている。 
                                                   
8 2013 年 2 月、作詞家としても多数のヒットを手掛け、近年はアイドルグループ AKB48
などのプロデューサーとしても知られる秋元康がこの記録を抜き歴代最高となった。
（http://www.j-cast.com/2013/02/28167387.html） 
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ソングライターたちの'FAQ'はいつもきまってこうだ。「ソング・ライティングをうまくする方
法があるだろうか?」、「ソング・ライティングに何かルールのようなものはあるのだろうか?」。
曲作りのルールなどどこにもありはしないから、結局のところ自分でやるしかない。もしあると
したら、それは、「聴き手にはおもしろがってもらえ。同業者からは盗まれるように作れ。」とい
うことだ。（佐野、1995） 
 
佐野自身が企画・出演するテレビ番組「佐野元春のザ・ソングライターズ」内でも同様
の発言があった。阿久の言う「何々流、何々風の域にある」か、はたまた「独自の感性」「独
自のシステム」かは出来上がった作品に触れた人々の判断を仰ぐしかないが、佐野の言う
ように「同業者から盗まれるような」作品を生み出すため、すなわち「独自の感性」「独自
のシステム」を培うためには「同業者から盗む」ような体験の積み重ねが必要である。他
者の表現を「体験」することによって培われ、他者の影響を内包しつつもオリジナリティ
として認められる個性を獲得することが創作者には求められる。 
そして、そのように「現場」で聴衆を惹きつけるためには、阿久の言う「独自の感性」「独
自のシステム」を作り上げるための教養あるいは経験としての「現場」あるいは［現場］
の存在も必要ではないだろうか。 
 筆者のインタビュー対象者の一人にクラブでのイベントのオーガナイズと DJ を生業と
している C がいる。C は自らが「現場」に出るまでの経緯について、そしてそのような過
程を経て獲得した「現場」の現在について次のように語っている。 
 
はっきり言ってもう誰でもDJが出来る。明日始めても出来る。曲を集める必要もないし。全
部（持っている人から）もらってしまえばいい。ハードディスクでももらえる。レコードも集ま
らないし、買い集める必要もない。そうやってDJになる人も多い。始めて 1～2 ヶ月で「現場」
に立つこともある。自分達は「現場」に経つまで 1 年くらいはかかった。9
昔はライバルも多かったので、クラブに顔出しをして顔を覚えてもらってゴミみたいな扱いを
されながらチャンスをもらっていたが、今は飽和しているしシーンが死んでいるので、変な話客
さえ呼べれば下手でもすぐに出られるのが現状だと思う。 
今パソコンに 7000
曲くらい入っているが、レコードで集めるというのは数百万（円）かかるし、買いに行く作業の
手間もある。 
 
 DJ の場合は独自の感性が働くのは創作行為ではなく選曲や DJ プレイのスタイルに対し
てであるが、他者との差別化のためにオリジナリティが必要であるという点には変わりが
                                                   
9 インタビューにおいて C は現場という単語を自身の感覚に基づいて使っているが、発言
の趣旨から本論の分類における「現場」に該当すると判断し本文中ではそのように表記し
た。 
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ない。「現場」に立つだけならばすぐに出来ても、継続して聴衆を獲得していく（Ｅの言葉
を借りれば「ちゃんと音楽やってる人」と思われる）ためには感性や技術を磨く過程が必
要であろう。 
 また C は［現場］にどのように触れるかを語る中で業界最大手の新古書店 BOOK OFF
に言及している。 
 
「昔のもの（作品）は（店頭に）ないので、BOOK OFF に行って買う。（BOOK OFF には昔の
作品が）かなりある。欲しいものではなく、掘り出し物がある。BOOK OFF にはかなり（頻繁
に）行く。値段も安いし。何が欲しいというのがあって行くわけではなく、探していたらいいの
があった、というコレクター願望をくすぐるものがあり愛用している。レコード屋は値段の相場
がわかっているので高いものは高い。それよりも BOOK OFF の 250 円コーナーで探す。行け
ば毎回 10 枚以上は買う。」 
 
このような中古品などでの購入手段の存在が、アーティストに正当な対価を支払う機会
を奪うことになっているのか、それとも［現場］に触れる蓋然性を拡大しているのかは解
釈が分かれるところである。だが、先に教養あるいは経験としての、と記述したが、文化
資本としての「現場」あるいは［現場］を得る機会を演者や聴衆は能動的に求めているの
ではないだろうか。その機会が得やすい環境を整備していくことも課題の一つであろう。 
 
5．「現場」と［現場］が構成する『現場』 
本節では、大きなくくりである『現場』の中にある「現場」と［現場］の根底に共通し
ているものについて、田川（2012）を参照しながら考察する。 
本論で提示してきた「現場」と［現場］に共通しているポイントを両者の総称としての
『現場』を検討するにあたり推察すると「他者とのコミュニケーション」とそこから生ま
れる「関係性」ではないかと筆者は考える。 
 ソーシャルメディアと音楽ビジネスを題材とした著書があるソーシャルメディアマーケ
ティングの専門家の高野修平は、ソーシャルメディアを使ったアーティストのプロモーシ
ョンについて、三つのルールが合わさることを鍵として挙げている。それが【共有】【共感】
【共鳴】である（高野、2012）。【共有】は音楽が開放される（蓋然性が拡大する）こと。【共
感】は聴衆がそれを実際に共有したいと感じること、共有した上で他者を共有へと誘いた
いと感じること。【共鳴】は直接的経験を中心に聴衆がアーティストに強く惹きつけられる
ことである。この三点がサイクルとして機能することでアーティストと聴衆の関係が生ま
れ、結びつきが強められていく。 
ソーシャルメディアであれば不特定多数により広く拡散する可能性が高まるが、これは
「現場」における対面での個と個の関係性においても当てはまるものだ。つまりアーティ
ストや聴衆といった当事者たちが他者と出会い、本論における「現場」や［現場］を介し
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たコミュニケーションによってつくる関係性が『現場』を発展させていくのである。 
一概に当事者や『現場』の現状に寄せて考えるべきであると言いたいわけではないが、
生の声を聞くこと、生の反応を見ることを抜きには、この『現場』に関する議論を進める
ことは出来ないと筆者は考える。 
情報学者の山田奨治は著作権保護の問題に関連して次のように主張している。 
 
「著作権を守れと声高なひとはたくさんいるが、法律をどうすればいいのか、みなで考えようと
いうひとは、著作権の専門家と称するひとには少ない。法治国家である以上、国民は法律を守ら
なければならない。だからこそ、霞が関のどこかで偉いひとたちが作った法律にただしたがうの
ではなく、法律が作られ、変えられていく過程を知り、そこにより多くの市民が参画していく仕
組みを構築することが大切なのだ。」（山田、2011：201） 
 
ここで山田が求めている仕組みの重要性は、著作権という権利や法律についての議論を
棚上げし、音楽という広い枠組みとそこに携わる人々の秩序について考えたとしても当て
はまるのではないだろうか。本論で挙げたインタビュー対象者は数多くの演者であり聴衆
の中の一人に過ぎない。だがそこには確実に生の声を聞くことからしか見えない当事者の
姿がある。一人一人が『現場』へ参加としコミュニケーションをする機会を得ようとする
意思とその意思を呼び覚ます機会、この円環を成立させるためにはどのような音楽の聴取
環境を作ればよいのか。文化を発展させていく方法を模索し続けてほしい。 
 
おわりに 
筆者はこれまで、次の事柄に問題関心を抱いて調査を行ってきた。アーティストがどの
ようなバックグラウンドを持ち、どのような過程を経て著作物を創作するのか。その創作
をどのような手段で世に送り出すのか。それを聴衆はどのような手段で聴取するのか。こ
うした経緯を追い、両者がどのように関係性を形成するのかを見ることから今後の音楽と
人の関係性の手がかりが見出せると考えている。本論における『現場』でのコミュニケー
ションのかたちと重要性、（本論では取り上げていないが）創作に付随する著作権の存在と
そのコントロールについて今後も観察を続けていきたい。 
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